
河川愛護に貢献された３団体に 局⾧からの感謝状を贈呈
～ 令和３年度 河川愛護月間 伝達の場 R3.7.15 ～

活動内容 ツツザキヤマジノギクなどの保全、特定外来植物の駆除
活動従事期間 約１２年 活動場所 天竜川右岸 下伊那郡松川町

＜松川町ツツザキヤマジノギク保全協議会 様＞

活動内容 放置竹林伐採による環境保全、
ゴミ不法投棄の予防活動

活動従事期間 ６年 活動場所 天竜川右岸 飯田市

＜天竜川鵞流峡復活プロジェクト 様＞

＜西春近自治協議会 様＞

活動従事期間 約５６年
活動場所 天竜川右岸 伊那市西春近

観察会
開催時の様子

＜三峰川みらい会議様＞
活動内容
外来種駆除、
河道内樹木伐採、
水生生物調査、
フォーラムや写生大会etc．

活動従事期間 約２０年
活動場所 三峰川 伊那市

樹木伐採の様子

３団体とも継続して河川の美化・愛護活動等を行っており、平成３０年度事務所⾧表彰を受賞している。
受賞後も 引き続き活動していただいており
今年度 中部地方整備局⾧表彰 を受賞。

活動内容 河道内樹木伐採、
再樹林化防止のための除草、
外来種駆除、河川清掃など

河川の美化・愛護の向上に資する多岐に
わたる企画を実施。河道内の再樹林化防止、
アレチウリ等の減少、河原への流域市民の
回帰など、様々な変化をもたらしている。

除草した河原で凧あげ大会

受賞者からのお言葉より
昭和中頃から活動開始、平成
１８年から本格的に実施。豪雨
で河川敷地が少なくなり寂しい。
コロナ禍でも続けたい。

ツツザキ
ヤマジノギク

天竜川河川敷に生育する天然記念物ツツザキヤマジノギクの観察会
や保護活動とともに、特定外来植物の駆除を実施。地域住民や自治
体・研究者などを集めて意見交換会を実施。河川環境保全の向上に
資している。 受賞者からのお言葉より

活動してきて株数が増えてきたが、台風
や⾧雨での出水で土砂が堆積してうまく
いかない。レキ河原の再生を望みます。
次世代の中学生に活動を繋げていきます。

河川内法面の放置竹林が渓谷内にゴミを投棄しやすく
していると考え、鵞流峡における放置竹林の伐採、
里山の保全活動や不法投棄予防に取り組んでいる。

竹林整備の様子
伐採した幼竹でメンマ
［イナチク］作り

受賞者からのお言葉より
竹の伐採をして天竜川の良い景色を再認識。
伐採竹の活動で他の「ものづくり」プラン
も暖めている。地域住民、他団体の協力を
得ながら活動を続けていきたい。

源頭部から天竜川合流
までの三峰川にて、
各種イベントを企画実
施し、流域市民への
河川愛護の啓発を行う。

日本河川協会主催 第４号河川愛護等活動

（河川功労者表彰受賞団体）

お言葉より
息の⾧い活動を
してきているが
後継者の育成が
課題。協力を願
いたい。

事務所長からお礼


